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H3 ﾛｹｯﾄが打上げ失敗 

  2023-03-13 

Q:  どのような事故ですか？  

A: 2023年 3月 7日､宇宙航空研究開発機構（JAXA）が鹿児島県の種子島宇宙ｾﾝﾀｰから打ち上げよう

とした H3 ﾛｹｯﾄ 1号機が打ち上げに失敗しました。2段目ﾛｹｯﾄのｴﾝｼﾞﾝに点火できなかったために

失敗したものです。ﾛｹｯﾄは安全のために爆破されました。今回の失敗は、日本にとってｽﾍﾟｰｽ X

社が先行する宇宙開発領域での大きな挫折と指摘する声もあります。日本政府は、打ち上げ失敗

は大変遺憾との表明をしています。 

 

図.1  H3 ﾛｹｯﾄの打ち上げ失敗 

Q: JAXAは原因不明としていますが、原因を推定できますか？ 

A:  一言でいえば、わが国の宇宙開発技術者がﾄｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ思考でﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを推進できなかったことが原

因といえます。直接の原因は、2段目ﾛｹｯﾄのｴﾝｼﾞﾝ点火を制御する半導体が電磁干渉（EMI）で誤

作動したことと考えられます。ﾄｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ思考ができなかったわが国の宇宙開発技術者は、EMIに

よる半導体の誤作動を予測できなかったものと思われます 

Q:  なぜ、EMIによる半導体の誤作動と考えられるのですか？ 

A: 数日前、打上げ準備のﾃｽﾄでﾌﾞｰｽﾀｰﾛｹｯﾄのｴﾝｼﾞﾝ点火の不具合が発見されて打上げが中止されてい

ました。実施されたﾃｽﾄは、BIST（Built-In Self Test）とか BITE（Built-In Test Equipment）

とよばれる電子機器類のﾃｽﾄです。ｼｽﾃﾑに組み込まれている半導体などをそのままでﾃｽﾄ用ｺﾝﾋﾟｭｰ

ﾀで検査するものです。航空機の整備でも頻繁に実施されています。当日の打上げ前にも同じﾃｽﾄ

が実施されたはずです。その時には異常が検知されませんでした。その事実から、EMIによる半

導体の誤作動ではないかと疑われるのです。なぜなら、EMIは偶発的にしか発生せず、ﾃｽﾄをすり

抜けることがあり得るからです。ﾄｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ思考ができない技術者には、EMIのこのような特性が

理解できないようです。数日前の打上げ準備のﾃｽﾄで発見されたﾌﾞｰｽﾀｰﾛｹｯﾄのｴﾝｼﾞﾝ点火の不具合
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も、EMIによる半導体の誤作動であった可能性があります。偶々、EMIがﾃｽﾄの時に発生していた

と考えられなくはないからです。 

 

図.2  航空機の BITE ﾃｽﾄ 

Q:  H3 ﾛｹｯﾄの前の H2A ﾛｹｯﾄでは 98%の打上げ成功率を達成していたのに、後継の H3 ﾛｹｯﾄでなぜ EMI

による半導体の誤作動が起きたのでしょうか？  

A: 原因は２つ考えられます。どちらも衛星打ち上げ競争に勝つための技術開発に関連しています。

２つの原因とは、① 打上げ経費節減のために自動車用の安価な半導体を採用したこと、② ﾍﾟｲﾛ

ｰﾄﾞ増加のために「わが国のあるﾒｰｶｰが開発した技術」を積極的に採用したことです。実は、か

つて H2A ﾛｹｯﾄ 6号機でﾌﾞｰｽﾀｰﾛｹｯﾄを切り離せなかった事故が起きた時にも、弊社はﾄｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ思考

で EMIによるﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池の半導体の誤作動を疑っていました。当時、JXAとﾛｹｯﾄのﾒｰｶｰの三菱重

工（MHI）は主ｴﾝｼﾞﾝの高熱噴流の漏れによる点火ｼｽﾃﾑの焼損と結論づけて、EMIによる半導体の

誤作動を疑ってみることはしませんでした。 

Q:  ① がなぜ、EMIによる半導体の誤作動の原因になるのですか？ 

A: ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車や EVでは、EMIによる半導体の誤作動による暴走事故が頻繁に起きています。自動車

用の安価な半導体には、EMI対策としてのﾌｫｰﾙﾄﾄﾚﾗﾝｽ設計が採用されていないからです。JAXAや

MHIが自動車用の半導体を H3 ﾛｹｯﾄに採用したのは、安易なﾎﾞﾄﾑｱｯﾌﾟ思考といえます。 

Q:  ② がなぜ、EMIによる半導体の誤作動の原因になるのですか？ 

A: 「わが国のあるﾒｰｶｰが開発した技術」が EMI発生の確率を高めるからです。ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ 787や

737MAXにも同じ技術が採用されていて、EMIによる半導体の誤作動による事故が起きています。

JAXAや MHIは、そこまで視野を広げるﾄｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ思考ができなかったようです。 

Q:  わが国と同じ東ｱｼﾞｱの中国や韓国も人工衛星の打上げﾋﾞｼﾞﾈｽに参入していますが、どうなってい

るのでしょうか？ 
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A: 人工衛星の打上げﾋﾞｼﾞﾈｽの競争にわが国ほどは「前のめり」になっていないようです。今後、わ

が国と同じように「前のめり」になって①や②を採用することがあれば、打上げ失敗を経験する

かも知れません。 

Q:  わが国の宇宙開発業界が国民の夢に応えるには、これからどうすればよいのでしょうか？ 

A: 人工衛星の打上げﾋﾞｼﾞﾈｽの成果を焦るよりも、わが国の宇宙開発技術を地道に育てることに専念

すべきです。それには、これまでのﾎﾞﾄﾑｱｯﾌﾟ思考を棄ててﾄｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ思考の技術開発を学ぶ必要が

あります。最新の技術であるﾌｫｰﾙﾄﾄﾚﾗﾝｽ設計は、ﾄｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ思考でなければ実現できません。 

Q:  これまでに宇宙開発の分野にﾄｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ思考を広めようとしたことがあるのですか？ 

A: 弊社代表が JAL在籍時に２度あります。１度目は、JAXAの前身である宇宙開発公団（NASDA）か

ら国際宇宙ｽﾃｰｼｮﾝ（ISS）の日本実験棟（JEM）の独立評価委員を委嘱された時です。評価に際し

てわが国のﾒｰｶｰから JEMの設計理念を聞きましたが、民間航空機にくらべて遅れていることに驚

きました。民間航空機に採用されている先進的なﾄｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ思考の設計を参考にしていただくよう

進言しました。ﾒｰｶｰにはほどんど聞き入れられませんでしたが、評価会議に同席していた若い宇

宙飛行士３名からは「船外活動の安全など、宇宙飛行士の安全を真剣に考えてくれる人にこれま

で会ったことがなかった」と感謝されました。２度目は、独立評価委員を務めた縁で JAXAのｸﾞﾙ

ｰﾌﾟ会社から講演を依頼された時です。ﾄｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ思考によるﾋｭｰﾏﾝﾌｧｸﾀｰ設計の重要性を力説しま

した。残念ながら、JAXA本体には届かなかったようです。 
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